
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 9 事業No. 46

事務事業名 リニア駅周辺整備事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 リニア整備課 開始 H27 終了 H39

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 12 リニア時代を支える都市基盤を整備する

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 リニア駅周辺

意図 リニア開業に向け、駅周辺を整備する

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

トランジットハブの実現と長野県の南の玄関口、三遠南信の北の玄関口、世界へ発信する玄関口として、多様な交流

の要衝地域とするため、関係機関と協力し、基盤となるリニア駅周辺整備を円滑に進めます。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
リニア駅周辺の整備工程として、平成30年度都市計画決定、平成3

1年度からの事業化を予定しています。

都市計画決定及び事業化に必要とする駅周辺整備区域内の各施設

の規模・配置等の基本設計を進めます。

駅周辺整備の検討体制として、「リニア駅周辺整備デザイン会議

」「学識者専門委員会」を設置し検討を進めていくこととします

。

JR東海から平成29年度以降の用地測量、物件調査に着手する工程

が示されているため、JR東海の工程に合わせ用地測量及び物件調

査を進めます。

デザイン会議等報償費 4,423

デザイン会議等旅費 3,379

用地補償関連測量等委託料 135,747

リニア駅周辺整備関連業務等委託料 104,082

  

  

  

  

  

その他の経費 4,076

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
リニア駅周辺整備事業基本設計 ％ 50 50   

用地補償関連測量等委託料 ％  50   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 251,707 （県）物件調査委託金

（そ）繰入金　リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金繰入金国庫支出金 0

県支出金 5,000

地方債 0

その他 234,829

一般財源 11,878

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 

17  10
 
5

251,707

0
リニア駅周辺整備事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 46 事業名  リニア駅周辺整備事業 リニア整備課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

地域らしい景観へ

の配慮
〇   ○ － － － － ○  

低炭素な交通シス

テムの構築
〇   ○ － ○ － － ○  

広域的交通体系の

構築
〇   ○ － ○ － ○ －  

    

    

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

移転による住環境、コミュニ

ティの変化

環境・景観に配慮した都市基

盤の整備

産業振興・地域振興

 地域住民、関係機関との調整協議

年間を通じて

計画に表す

地域住民、関係団体の意向把握と調整、実

現に向けての関係規則等との整合を図る

一般にわかるように表現する

意向聞き取りを補償説明とともに

行っている。

○

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 9 事業No. 47

事務事業名 代替地整備事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 新規

担当課等名 リニア整備課 開始 H29 終了 H39

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 12 リニア時代を支える都市基盤を整備する

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 代替地候補地

意図 リニア関連事業による移転対象者の代替地を整備

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

2027年開通予定のリニア中央新幹線事業に関連する事業により、移転をお願いする権利者の移転先として、早期に整

備を行う必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
平成３１年度からの代替地整備工事に向け、地権者を始めとする

関係者、関係地区及び関係機関との協議、協力を得ながら、測量

、調査、設計を進めます。また、代替地として提供いただける土

地の取得に向けた調整、準備を進めます。

代替地整備業務等委託料 138,280

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
代替地整備計画・測量・調査・設計 地区  3   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 138,280 （地）一般単独事業債（充当率75％）

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 7,200

その他 0

一般財源 131,080

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 

17  10
 
7

138,280

0
代替地整備事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 47 事業名  代替地整備事業 リニア整備課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

代替地の整備 〇   － × × － － ○  

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

移転による住環境、コミュニ

ティの変化

環境・景観に配慮した住環境

の整備

 権利者との合意形成

年度末

達成し計画を作成する

関係する権利者の意向の把握

調整と協議

計画に表す

意向を把握し計画を作成して説明

に入った。

○

 

 


